
（様式第2号）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

1 【差別の禁止】
・性別、年齢、人種、出身、障害などによる差別がないこと
を確認している

● 　

・雇用、教育、昇進・登用、福利厚生などあらゆる雇用条件で、差別しない体制を構
築している。
・相談窓口を設置している。

4.4
5.1
5.2
5.5

8.5
8.6
8.7
8.8

10.2
10.3

16.7

2 【ハラスメント禁止】
・セクハラ、マタハラ、パワハラ等のハラスメントを防ぐ、
ルール・教育・相談体制が整備されている

●

・ハラスメントを禁止する旨を就業規則に明記している
・研修の実施、相談窓口を設置している
・「宇部市女性活躍推進企業」の認証を受けている。

5.1
5.2
5.5

8.5
8.8

16.7

3 【ワークライフバランス・労働時間】
・働き方の見直し等により、長時間労働を防止し、家庭と仕
事の両立を図るワークライフバランスを推進している ●

・労働基準法等の改正内容を経営者を含め共有している。
・長時間労働是正のための労働生産性の改善、時間管理、多様な働き方を許容す
る勤務体制の整備・対応を行っている。
・労務士による、経営者および社員への労務講習を行っている。

4.4
8.5
8.6
8.8

16.7

4 【外国人労働者】
・外国人労働者の差別、人権侵害がないことを確認してい
る

●

・外国人労働者 への適切な処遇や労働環境の整備を行っており、外国人労働者の
雇用実績がある。 1.2 4.4

8.5
8.6
8.8

10.2
10.3

5 【労働安全衛生】
・作業中の事故等を防ぐため、安全で衛生的な労働環境が
整備されている ●

・社員向けの労働安全衛生講習会の実施、社内ホームページ等を活用して周知徹
底している
・衛生管理士と産業医による衛生委員会を月に１度開催し、常に労働安全衛生の
課題把握と解決策を社内で共有および実行している。
・社内独自のヒヤリ・ハット集を作成し、社員に共有している。

3.1
3.4
3.5

6.1
6.2

8.8

6 【メンタルヘルス】
・労働者のメンタルヘルスを良い環境で維持できるように施
策を実施している

●

・メンタルヘルスに関する職場の理解を促進するための研修を実施している
・メンタルヘルスに関する相談窓口を設置している。
・産業医による定期的なメンタルヘルスチェックを行っている

3.4
8.5
8.8

7 【ダイバーシティ経営の促進】
・多様な人材（女性、外国人、障がい者、高齢者等）を活か
し、十分に活躍できる環境が整備されている ●

・多様な人材が活躍できるよう、本人の希望を調査する面談を定期的に行ってい
る。
・特に女性活躍推進に力を入れており、子育て世代を支える為の様々な独自の制
度を整えている。

4.4
5.1
5.2
5.5

8.5
8.8

10.2
10.3

16.7

8 【健康経営】
・従業員への健康投資による生産性の向上等、組織の活
性化に取り組んでいる

●

・定期健診の後、産業医によるスクリーニングと社員へのフィードバックおよび会社
として改善協力をおこなっている。 3.4

3.5
8.5
8.8

9 【人材育成】
・労働者に適切な能力開発、教育訓練の機会を提供してい
る ●

・役職に応じた研修体系を整備し実施している （リーダーシップ研修等）
・職務に関わる資格取得推進の制度を整え、希望者は誰でも資格取得を補助でき
る体制を整えており、実績がある。（フォークリフトの運転資格や衛生管理士資格
等）

4.4 5.5
8.5
8.8

9.2

10 【女性の活躍推進】
・女性の活躍を推進するための取組を行っている

●

・「宇部市女性活躍推進企業」「やまぐち女性の活躍推進事業者」「やまぐち子育て
応援企業」「やまぐち男女共同参画推進事業者」等、女性活躍に関する様々な制度
を整え、市や県からの認定を受けている。
・女性管理職割合が100％であり、今後も女性管理職の育成に対する制度や研修を
行っていく予定である。

3.1 4.4
5.1
5.2
5.5

8.5
8.8

10.2
10.3

16.7

11 【公正な待遇】
・雇用形態に関わらず、同一労働同一賃金等の原則に沿っ
た対応を行っている

●

・パートタイム労働法、労働契約法等の改正内容を社内で経営者を含めて共有し、
同一労働同一賃金等の原則に沿った体制が整っている。また、その体制について、
労務士による第三者視点での定期チェックも行っている。

5.5 8.5
10.2
10.3

12 【デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進】
・ICTやAIを活用したデジタル化やオンライン化等のDXの推
進により、業務の効率化やビジネスモデルの変革に取り組
んでいる ●

・本社、支店だけでなく、自宅や個人PCからもWEB会議が出来る体制を整えること
で、どこの場所にいても社内打ち合わせや、社外ミーティングに対応できるようにな
り、生産性が大きく向上した。
・【予定】現在、ペーパーレス化に向けて、新たなシステムの導入を検討しており、事
務作業の大幅な効率化を目指している。

8.2 9.4 11.2
12.2
12.5
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13 【廃棄物】
・廃棄物の管理を適切に行い、また削減に努めている ●

・廃棄物の種類・量など現状を把握し、台帳を整備して いる
・ごみの分別を徹底的に行い、定期的に社員に対する訓示を行っている。 11.6

12.4
12.5

14.1

14 【エネルギー】
・自らの事業所のエネルギー使用量を把握し、エネルギー
利用の効率化を進めている

●

・事業所のエネルギー使用量を把握し、削減に向けた取り組みについて、定期的な
ミーティングを行っており、エネルギー効率の良い機械への設備投資を積極的に行
い、また実績がある。

7.2
7.3

13.2

15 【温室効果ガス】
・自らの事業所の温室効果ガスの排出量を把握し、削減を
進めている

●

・事業所の温室効果ガスの排出量を把握し、削減に向けた取り組みについて定期
的なミーティングを行い、その省エネ計画にそって推進を行っている。 7.2

7.3
13.2

16 【有害化学物質】
・法令等で規制されている有害化学物質を把握し、使用量
の削減及び適切な使用に努めている ● 　

（有害化学物質を使用しない）
・法令で規制されている有害化学物質を把握し、社内で共有をしている。基本的に
は弊社業務で使用することはないが、有害科学物質を扱う際には適切な使用・廃
棄を徹底している。
・衛生管理士による講習を行っている

3.9 6.3 12.5

17 【生物多様性】
・自らの事業所の活動が生物多様性や生態系に悪影響を
及ぼさないよう配慮している

●

・事業全体における生物多様性への依存と影響を把握しており、特に工場の周辺
において生態系に悪影響が及ばないよう環境の定期的なチェックを行っている。 6.6 12.4 14.1 15.4

18 【3Rの推進】
・リデュース、リユース、リサイクルの推進を行っている ●

・工場の資源利用の削減、再利用を推進している。
・ごみの分別を徹底的に行い、定期的に社員に対する訓示を行っている。 6.3 11.6 12.4 14.1 15.1

19 【水の管理】
・自らの事業所の水の利用状況を適切に管理し、利用効率
の改善に努めている

●

・自社の水利用状況を把握しており、使用量削減を推進している。
6.1
6.2
6.4

20 【環境マネジメントシステム】
・ISO14001または同等の環境マネジメント規格を取得して
いる

●

・【予定】ISO14001を取得予定である。

3.9 6.6
7.2
7.3

12.5
13.2
13.3

14.1
15.1
15.2
15.4

21 【環境情報開示】
・自らの事業所の環境の取組に関する情報を収集し、開示
している

● 　

22 【再生可能エネルギーの利用】
・再生可能エネルギーの利用を進めている ●

23 【天然資源の持続的利用】
・天然資源の持続的利用に配慮した調達を行っている

●

・認証製品（森林、パーム油、ゴム、コーヒー等プランテーションにより生産される原
材料、天然水産物および養殖水産物）FSC、GOTS、RSPO、MSC、ASCなどを利用
している。
・非合法材を使用していないことの確認を行っている

12.2 15.1
15.2

24 【食品ロスの削減】
・食品ロスの削減に取り組んでいる ●

・食品ロスに取り組んで販売している企業やサイトを社内報で紹介する等、食品ロ
スへの取り組みへの協力を推進している。

12.2
12.3
12.5

25 【海洋ごみ】
・環境中で分解しにくいプラスチックの使用を減らすなど、
海洋ごみ削減、海洋汚染の防止に貢献している

●

・プラスチック製容器、スプーン等を使用していない企業を選択し、お弁当などの社
内販売を行っている。 9.4 11.6

12.4
12.5

14.1
14.2

26 【環境に配慮した交通手段】
・電車やバスなどの公共交通機関の利用や、電気自動車、
水素自動車などの環境にやさしい自動車の利用を促進し
ている

●

・【予定】社用車をEV車又はハイブリッド車に随時切り替えていく予定である

7.2
7.a

9.4 11.2

環
境
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27 【汚職・贈収賄防止】
・汚職や贈収賄を禁止する方針を掲げ、従業員に教育して
いる

●

・汚職・贈収賄禁止等を含む行動規範を整備し、社内浸透を図っている。

16.5

28 【公正な競争】
・不正競争行為に関与しない方針を掲げ、従業員に教育し
ている

●

・不正競争行為を含む行動規範の整備と社内研修を実施している。
16.5
16.6

29 【知的財産保護】
・知的財産を保護するよう、適切な取組を進めている ●

・特許、商標等知的財産権の保護について、社内研修や社外セミナーへの参加を
行っている。 4.4

8.2
8.3

16.3
16.6
16.b

17.7

30 【個人情報保護】
・個人情報を適切に管理し、その取扱いについて従業員に
教育している。

●

・「個人情報に対する基本方針」を定めて、体制を整備している。
・社内研修を行い情報管理ルールを周知徹底している。
・社外セミナーへ参加し、個人情報保護への理解を深めている。

4.4
16.3
16.6
16.b

31 【サプライチェーン管理】
・サプライヤー、事業パートナー等に対し、人権侵害（低賃
金労働、児童労働、劣悪な労働環境等）の防止、生物多様
性や生態系への悪影響の防止、倫理面での適切な対応
（ハラスメント・汚職・贈収賄防止）のための取組を要請して
いる

●

・取引先との対話を通じた人権侵害防止等の取組状況の確認活動を行っている。
・また、一部企業とは、掲題の取組内容を含めた事業契約を結んでいる。

1.5 5.2
8.7
8.8

10.2
12.2
12.4
12.5

14.1 15.1
16.2
16.5

32 【製品・サービスの安全性】
・自らの事業所の製品やサービスの安全性を確保するため
の仕組みを構築している

●

・製品・サービス使用時に想定されるリスクの洗い出しと対策を実施している。

3.9 8.8 12.6

33 【品質保証】
・顧客に品質のよいモノやサービスを提供するための仕組
みを確立している ●

・顧客からのクレーム対応など、品質を保証する仕組みを構築している。
・顧客の声を社内共有するための基本方針・体制・ルールを策定、役職員向け研修
を実施している。
・定期的な顧客アンケートと、その内容のスクリーニングを行い、特に品質について
は厳しいチェックを行っている。

8.8 9.1 12.6

34 【ユニバーサルデザイン】
・障害者、高齢者に特定せず、誰もが利用しやすいサービ
ス提供や環境整備を行っている ● ×

（製品およびサービスがBtoBのマテリアル、または、先方の求める商品を提供する
請負業務の為、当てはまらない）
・【予定】事業所については、すでにフラット床等バリアフリーに配慮しているが、さら
に細かい箇所へのバリアフリー改修を行う予定である。

9.1 10.2
11.2
11.7

12.8 17.17

35 【環境配慮製品】
・環境に配慮した製品の開発、設計を進めている ● ×

（製品およびサービスがBtoBのマテリアル、または、先方の求める商品を提供する
請負業務の為、当てはまらない）

36 【社会課題解決製品・サービス】
・社会課題を解決する製品やサービスの開発、展開を進め
ている

● ×

（製品およびサービスがBtoBのマテリアル、または、先方の求める商品を提供する
請負業務の為、当てはまらない）
【予定】社会課題を解決する製品やサービスの開発を進めている。

1.2 2.1
7.2
7.3

8.3
8.5

9.4 14.1 15.1

37 【地域への影響に対する配慮】
・自らの事業が地域に及ぼす影響に配慮し、適切に取り組
んでいる ●

・地域との対話を実施し、対話に基づき、 事業の地域への影響の把握を行い改善
に努めている
・希望者については、取引先企業に確認のうえ、社内見学が出来る仕組みを整えて
いる。

3.9
5.1
5.2

6.2
6.3 9.4

11.3
11.7

12.6
14.1
14.3

15.1 17.17

38 【社会貢献活動・地域への参画】
・寄付、ボランティア、地域団体への支援、地域コミュニティ
の活性化等の活動に積極的に取り組んでいる

●

・地域の防災活動に参画している
・貧困家庭の子供を支援する地域のこども食堂へ参画している（独自の取り組みに
別記）

1.1
1.2

2.1
2.3

3.2
3.4
3.7
3.9

4.2
4.3
4.4

6.1
6.2

11.3
11.a

14.1 15.1
16.1
16.2

17.17

39 【地域資源の積極的利用】
・地域資源の積極的利用（地産地消、地産外商等）を行っ
ている

●

・社員の健康促進／野菜不足解消／地産資源の利用を兼ねた、「野菜マルシェ」と
いう名前で社員への野菜無料配布の取り組みをおこなっている。
・【予定】地域の原材料の優先利用を促進する。

1.1
1.2

2.1
2.3

3.4
3.9

11.a 14.1 15.1 17.17

公
正
な
事
業
慣
行

製
品
・
サ
ー

ビ
ス

社
会
・
地
域
貢
献
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40 【法令遵守】
・法令遵守の考え方が事業者内に十分浸透し、法令遵守
が確実に行われるよう、体制や仕組みが整備されている

●

・社内報や掲示板等で法令順守（コンプライアンス）の重要性を全社員に向けて発
信している。
・コンプライアンス研修を実施している。

16.3
16.6

41 【内部管理体制】
・経営理念や経営目標の事業所内への共有が行われてい
る

●

・経営理念を明文化し、ホームページや掲示板などで掲示している。
・経営者が理念を持ち、適時、経営理念、経営目標を 社員に説明し、共有してい
る。

8.2
8.5
8.8

9.2 17.17

42 【組織体制】
・自らの事業所の活動が社会、環境に及ぼす影響に対応
する担当、専門部署など体制が整備されている

●

・責任者（担当役員）、CSR管理者を任命している
・【予定】CSR情報をホームページ等で掲示する 8.2 9.1 16.6

43 【リスクマネジメント】
・法令遵守、環境安全衛生、労働環境などに関するリスク
を特定、評価し、マネジメントするプロセスが整備されてい
る

●

・独自のリスクチェックシートを利用し、評価を行っ た上で、適切な対策を講じてい
る。

8.8
16.6
16.7

44 【事業所の社会的責任】
・自らの事業所の活動が社会、環境に及ぼす影響に対し、
責任を持って対応するCSR（Corporate Social
Responsibility）の取組を進めている

●

・CSR方針を策定して いる。

16.6
16.7

45 【ステークホルダーとの対話】
・ステークホルダーと対話し、自らの活動のステークホル
ダーへの影響を把握し、適切に対応している

●

・適宜ステークホルダーと対話し、自社活動のステークホルダーへの影響を把握
し、具体的な内容に努めている。 16.6

16.7
17.17

46 【事業継続】
・事故や災害などの発生に伴う事業中断を想定した戦略を
立案している

●

・定期的な避難訓練を行っている。

8.8 11.5 17.17

47 【事業承継】
・事業承継に関する検討・対策を行っている ● 　

・後継者候補がいる。
・サクセッションプラン（後継者育成計画）を作成し、進めている。 5.1

5.5
8.2 9.5 17.17

48 【SDGsの普及啓発・理解促進】
・SDGsについて事業者内部に浸透させるとともに、社会課
題解決に向け、SDGsの普及啓発や教育機会の提供を行っ
ている

●

・自社ホームページに自社のSDGs活動についての専門ページを作っており、定期
的に社員に対して共有・SDGs活動の推進教育を行っている。

4.3
4.4

5.1
5.5

17.17

49 【連携・共創】
市の「共創の指針」を理解し、自社の経営に関係ある・なし
に関わらず、何らかのまちづくり活動に対し、多様な主体と
連携し参加している

●

・SDGｓ推進教育において、「共創の指針」を取り上げ、共有した。
・貧困家庭を支援する地域食堂へ参画している（独自の取り組みに別記）
・県や市が定めるSDGsに関連する取り組みに積極的に参加している。

1.1
1.2

2.1
2.3

3.2
3.4
3.7
3.9

4.2
4.3
4.4

6.1
6.2

11.a 14.1 15.1
16.1
16.2

17.17

50 【ESD（持続可能な開発のための教育）の推進】
・事業者内部または外部で持続可能な社会の担い手を育
成する取組を行っている

●

・社員に対して共有・SDGs活動の推進教育を行っている。
・【予定】地域ボランティア活動への参加社員に対する企業としての奨励制度の設
定を検討している。

4.3
4.4

5.1
5.5

17.17

51 【若者等の地元定着】
・若者等の地元就職やUIJターン就職を促進する取組を
行っている

● 　

持
続
可
能
な
社
会
・
共
創
に
よ
る
取
組

組
織
体
制
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（様式第2号）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

記載日：2026年　2月20日

事業者名 株式会社宮商

分
類

チェック項目

取組レベル
具体的な取組（事業者が記載する欄）

※国、市町村等の認証・認定等取得している場合は、その旨も記載してください。

主なSDGs（17のゴール及びターゲット）関連項目

基本

非
該
当

チャレ
ンジ

SDGs達成に向けた具体的な取組チェックシート

上記以外で設定した取組項目（独自に設定したSDGsに資する取組は、取組レベル「チャレンジ」としてカウントします）

具体的な取組 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

子ども達を中心に多世代の人たちが集い、子ども達が健やかに育まれる地域づくり
を目指して活動している。特に困窮している子育て家庭の支えになれるよう積極的
に広報活動を展開し、毎回３００名を超す方が食堂に集まっている。
企業としての協賛だけではなく、経営者や社員が自ら実際に活動に参加している。

1.1
1.2

2.1
2.3

3.2
3.4
3.7
3.9

4.2
4.3
4.4

6.1
6.2

11.a 14.1 15.1
16.1
16.2

女性がいきいきと働くために独自の４つの柱（「働き方」「キャリア形成」「育児応援」
「地域交流」）を設定し、それぞれのカテゴリーで５つ以上の制度を策定し、「育休取
得率」「職場復帰率」「女性管理職の割合」全てで100％を達成している。
2022年のやまぐち女性活躍応援団地域シンポジウムにて、地場企業として登壇し
ている。

3.1 4.4
5.1
5.2
5.5

8.5
8.8

10.2
10.3

16.7

全ての社員がいきいきと働ける環境づくりに積極的に取り組んでおり、これまでに
記載した認定以外にも「誰もが活躍できるやまぐちの企業」「やまぐち働き方改革推
進優良企業　優秀賞（令和元年）」の認定を得ている。 4.4

5.1
5.2
5.5

8.5
8.8

10.2
10.3

16.7

独自に設定したSDGsに資する取組

地域活動への参画／地域食堂「みんにゃ食堂」

女性の活躍推進

柔軟な働き方改革

5/5


